
















研究目的 

 新生児は啼泣,覚醒,睡眠に大別される行動状態(behavioral state)を生得的に備えて誕

生してくる。これらの行動状態の出現は一定のサイクルに根ざしており,そのサイクルは胎

児期には母親との生理的な共生関係によって保持されるが,出生とともに外界との交渉過

程,特に母子相互作用のなかであらたに再構成されることになる。すなわち,新生児の行動

状態のサイクルは,母親にそのサイクルと同調する養育行動を要請する一方で,自らのサイ

クルも母親の養育行動によって影響されながら再構成されていくのである。そこには生物

一社会的(bio-social)な存在としての人間がみせる発達の最も初期の姿が現われていると

みなせよう。 

 こうした観点から,我々は早期産児や満期産新生児を対象に,その行動状態の発達的変化

を検討した(大薮ら 1981，1982)。その結果,啼泣と覚醒との連続した出現が日齢の経過に

つれて増加する現象を見出し,早期新生児は啼泣によって母親を呼びよせ,母親との接近維

持機能を有する覚醒状態で母親と出会うことができる行動体制をすでに獲得していること

が明らかにされた。 

 最終報告の本研究では,Emde,R.N.ら(1975)の指摘によって知られる分娩直後の新生児が

示す高喚起(high arousal)状態を取り上げ,その特異な様相が検討された。 


